
　私は、2015年11月より国際開発センターの一員として開発の世
界に身を置いています。それ以前は地球温暖化の分野で、ロシア・
東欧・CIS地域などで事業経験を積んできましたが、IDCJに入って
からの半年間の経験は常に新しいことばかりで、新鮮かつ緊張感の
ある日々を過ごしています。
　地球温暖化対策の事業に携わっていたころを振り返ると、タイム
スリップしたような不思議な感覚を覚える現場をいくつか経験した
ものです。例えば、旧・ソビエト連邦時代の名残りを感じる厳しい
警備体制の工場を訪問した際には、錆だらけの機械が現役で稼働し
ている様子を目の当たりにし、漫画『北斗の拳』の世界が頭をよぎ
りました。また、カスピ海沿岸のとある街では、四半世紀も経過し
てすっかり朽ち果てた石油採掘設備に夕陽があたっている様子を見
て、「マカロニ・ウェスタン」の音楽が頭の中で流れるようでした。
さらに中国の山奥では、豪雨の後でぬかるんだ細い山道をバイクで
駆け上がっている道中、眼下に広がる谷間の水田が緑色に輝くのを
見て、黒澤明の映画に出てくる隠居剣士のような気分を味わいまし
た。このほかにも、土漠の丘陵地帯一面を埋め尽くす巨大な風車群
や、荒野に突如として現われた埋立地から立ち上る黒煙など、どの
プロジェクト現場も強烈な光景で鮮明に記憶に残っています。
　2016年からは本格的にアジア地域の開発に携わるようになりま

した。ロシア・東欧地域と比較すると、アジア地域は、何と言って
も「地理的な距離感が近い」ことが印象的でした。一般的に、「技
術移転」の議論では、「人の交流」こそが技術の伝播に欠かせない
ため、技術移転先の地理的・空間的な条件が注目されます。ビジネ
スの現場でも、地理上の距離が近ければ近いほど事業機会が増える
のは明らかです。その点で言うと、アジア地域は歴史的に見て、交
易や戦争などさまざまなレベルで交流が生まれてきた上、互いの市
場に対する理解も深く、相手市場から流入する物品・サービスに対
する許容力も併せ持っています。また、宗教や哲学などの思想に関
する知見が共有されていることも忘れてはなりません。
　その意味では、アジア地域における「日系企業の勢い」も印象的
でした。アジアの国々は、日本と地理的に近い上、世界的にも安定
した成長を遂げている経済ブロックです。日系企業がそんなアジア
市場に事業機会を積極的に求めて生き生きと活躍する姿は、頼もし
くさえあります。それに比べると、ロシア・東欧地域では、残念な
がら上述のような地理的メリットがない上、経済成長率の鈍さもあ
って、日系企業を取り巻く環境は異なります。特に、地球温暖化分
野について言うと、ロシア・東欧地域では、「気候条件」、「社会
基盤技術」、「技術開発方針」などの観点で、日系企業の技術やノ
ウハウと、現地から求められる技術のミスマッチも散見されました。
　そういう背景から、外国企業にとって、日系企業がアジア地域で
日本の政府開発援助（ODA）をうまく利用して活躍していること
は羨望の対象でもあるようです。実際、ODA事業を通じて、事前
の市場調査やネットワーキングの機会が得られることは、日本の民
間企業にとって大きな強みだと言えます。私自身はまだまだ学ぶこ
とが多い身ではありますが、開発支援の仕事を通じて、環境・社会
的配慮などの分野も含めさまざまな事業の機会を創出できるように
なる日を楽しみにしています。また、ここIDCJには、戦略コンサル
タントや各種製造業、ITシステムなど、さまざまな分野から多くの
人材が集まっています。持続可能な開発目標（SDGｓ）の早期達成に
向けて、開発支援にとどまらず、多岐に渡る分野で意見交換や情報
交換を行い、自分自身の幅を広げていければと思っています。　
　　　　　　　 （文責：国際開発センター　経済社会開発部　加藤 るい子）
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アフリカのセメント工場にて

開発支援と日系企業
～躍動のアジアにたどり着いて～


